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会長の「友松会の近況」の文中、会費納付会員が 5,000 名を超え、近々、6,000 名達成の見込みもあると書か

れている。そして、会員各位の総力を結集し「本会の百年の計画を樹立達成すべき」と結んでいる。 
百年を超えた友松会は、当時の会員数を下回っている。何とか会員を増やすことを考えなければならない。 
 
特集記事は「神女師創立五十周年」に関するもので、

総会には 500 名を越す参加者があり、盛会の内に創立

50 周年総会が行われたと記されている。 
4 面は全紙面、「式典に参加して」「総会に参列して」

「感激のその日」等の記事が載せられている。 

 
左の記事は、大先輩である長谷川氏と三橋氏が、長年の功績を称

えられ、胸像が建設されたというものである。銘文に「名利を離れ

てひたすら青少年の教育に専念され、教育を改革した人、生徒の立

場をよく理解し、限りなく愛し、常に自分の力で判断し、道理に従い、自分の責任を完遂することを身を以って教示された」と書

かれた一節があるという。 
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